
1 
 

 
  

 2021 年 12 月 22 日 
 
 
 
 
 

TOKAI グループ「サステナビリティ宣言」について 
 

当社は、本日、TOKAI グループ「サステナビリティ宣言」を策定しましたのでお知らせします。 
 
当社グループは、「お客様の暮らしのために、地域とともに、地球とともに、成⻑･発展し続けます。」

を企業理念に掲げ、お客様に「安心・安全」「便利・快適」「喜び・生きがい」を提供することを心掛けて
まいりました。 

今、社会は気候変動への対応、安全・安心な生活への関心の高まり、技術革新の一層の進展、少子高齢
化等による社会構造の変化、コロナ禍による生活様式の変化など、様々な課題に直面しております。当社
グループは、これまで SDGs（持続可能な開発目標）、ESG（環境・社会・ガバナンス）に関し、積極的
に取り組んでまいりましたが、ホールディングス化 10 周年にあたり、改めて当社グループのこれまでの
活動を振り返りながら、これからの持続可能な社会の実現に向けて、当社グループが取り組むべき社会課
題、解決が期待されていること等、検討を重ねてまいりました。 

それらにより、この度 TOKAI グループ「サステナビリティ宣言」を策定しました。今後は、この宣言
に従い、事業活動を通じて社会課題の解決に努めていく所存です。 

当社は以下 6 つのマテリアリティ（重要課題）を定めました。 
① 脱炭素とクリーンエネルギー 
② スマート社会の実現 
③ 暮らしの基盤づくり 
④ 地域共存と社会貢献 
⑤ 働きがい、やりがいの高い職場環境 
⑥ ガバナンス 

なお、それぞれのマテリアリティには、取組課題と 2030 年までに達成すべき目標を設定しております。 
また、目標達成に向けた取り組み状況を評価・検証すべく、取締役会の諮問機関として「サステナビリ

ティ推進委員会」を新たに設置することについても合わせて、本日決議しました。 
 
 
なお、TOKAI グループ「サステナビリティ宣言」の概要は次の通りです。 

 

会社名 株式会社ＴＯＫＡＩホールディングス 
代表者名 代表取締役社⻑  鴇田 勝彦 
 （コード番号：3167 東証第一部） 
問合せ先 代表取締役常務執行役員 中村 俊則 
 （TEL：054−273−4804） 
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TOKAI グループ「サステナビリティ宣言」の概要 
 
１．サステナビリティ基本方針 

〜 暮らしを支える「安心・安全」「便利・快適」「喜び・生きがい」を未来へ 〜 
私たちは暮らしを総合的に支える企業体として、地球環境をはじめとする社会課題の解決に主体的に
関わりながら、すべての人々が「安心・安全」「便利・快適」「喜び・生きがい」を実感でき、次世代が
夢を持って成⻑できる社会の実現に貢献しつつ、自らの企業価値の向上を目指します。 

 
２．TOKAI グループ マテリアリティ（重要課題） 

TOKAI グループがサステナビリティへの取り組みを推進する上で、6 つ（下記①〜⑥）のマテリアリ
ティ（重要課題）を特定しました。 
 
① 脱炭素とクリーンエネルギー 〜2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた挑戦を！〜 
② スマート社会の実現 〜DX と協創を通じて人々の生活をつくる！〜 
③ 暮らしの基盤づくり 〜「安心・安全」「便利・快適」な暮らしを！〜 
④ 地域共存と社会貢献 〜地域に「喜び」と「生きがい」を！〜 
⑤ 働きがい、やりがいの高い職場環境 〜誰もが活き活きと働ける環境を！〜 
⑥ ガバナンス 〜健全な企業経営を！〜 

 
●マテリアリティ（重要課題）の特定プロセス 
 

STEP１：マテリアリティの特定対象を抽出 
ESG 投資家の視点を重視し、SASB 等の報告書ガイドラインや MSCI 等主要な ESG 調査会社が重視する 

当社グループ主要事業のセクター・マテリアリティを基本に、地域特性や業界動向等を踏まえ候補を選定。 
 
 

STEP2：企業価値とステークホルダー視点で評価 
STEP１で特定した項目を「中⻑期的な当社グループの企業価値に与える影響」と 

「当社グループが社会に与える影響」の 2 つの視点から評価。 
 
 

STEP３：マテリアリティマップを作成 
STEP２での評価をもとに散布図（マテリアリティマップ）上にプロット。 

「最も重要度が高い領域」の項目を最重要視すべき ESG 問題と位置付ける。 
 
 

STEP４：マテリアリティの決定 
取締役会決議を経て、今後は業界動向の変化や新たな ESG 課題を勘案し定期的にマテリアリティを見直す。 
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●サステナビリティ基本方針およびマテリアリティの位置づけ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TOKAI グループは、2011 年 4 月のホールディングス体制への移行と同時に、経営陣と社員が一体と
なって、グループの理念となる「TOKAI WAY」を策定しました。「企業理念」「ミッション」「ビジョン」
「バリュー」4 層から形成され、グループ社員全員が共有し、実践に努めています。 

この「TOKAI WAY」をベースに「サステナビリティ基本方針」を作成し、「マテリアリティ（重要課
題）」を特定。「マテリアリティ（重要課題）」を中期経営計画（Innovation Plan 2024 “Design the Future 
Life”）に反映し、TOKAI グループは時代の求める方向性に応え、「サステナブルに成⻑し続け、人々の
生活を創る企業グループ」を目指します。 
 
●TOKAI WAY 

 
https://www.tokaiholdings.co.jp/corporate/philosophy.html 
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３．主な目標（非財務の指標） 
この取り組みを進めるにあたり、主な目標を以下のとおり設定しました。 

2030 年までに 
■自らの事業活動から発生する CO2 排出量を 70％相当削減する（2020 年度比） 
■ガスを利用するお客様の住宅の CO2 排出量を 50％相当削減する（2020 年度比） 
■紙使用量を 90%削減する（2020 年度比） 
■介護離職者 0 名を達成する 
■重篤な労働災害 0 件を維持する 
■女性管理職比率を 10％に向上する（2020 年度：1%） 

 
4．サステナビリティ推進委員会の設置 

取締役会の諮問機関の一つとしてサステナビリティ推進委員会を設置し、TOKAI グループ経営層によ
ってマテリアリティに基づく取り組みの企画・立案・実施・評価・検証を行います。 

 
当社グループは、今後もサステナビリティへの取り組みを推進し、地域の皆さまの快適な暮らしを支え

る事業者として、気候変動をはじめとする社会課題の解決に貢献してまいります。 
 

以上 
 

TOKAI グループ マテリアリティの詳細は、別紙をご覧ください。 
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